
 

末崎の風土散策 （５３）

～愛唱歌「末崎の四季」「末崎めぐり」について～

その１
大正末期から昭和中期にかけて、末崎の皆さんに愛唱された

歌がある。作詞は岩崎浅之助、作曲は大木初太郎の「末崎の四

季」「末崎めぐり」で、今はあまり耳にすることが無くなったが、

たいへん明るいリズムの歌い易い曲であるので大木初太郎先生

を中心に記述してみた。

「末崎の四季」 作詞 岩崎浅之助

作曲 大木初太郎

１．春は細浦船あそび ２．夏は碁石の松風に

櫓櫂の音も勇ましや 寄する荒波楽と聞き

帆を撫でわたるやわ風に 鴎飛び交ふ磯浜を

浪の香高く匂ふなり 望めば暑さ忘るなり

３．秋は月見に門之浜 ４．冬は箱根の頂きに

笛の音遠く響くなり 降りつもりたる白雪の

気も爽やかに澄みわたり 昇る旭に映ゆるとき

見はてもなしや海の原 仰げばいよいよ気高しや

作詞の岩崎浅之助さんは、高田町出身で大正 11 年 3 月から
昭和 5 年 3 月まで、8 年間末崎小学校校長を勤め、昭和 2 年には
「末崎村誌」を刊行している。校閲の山本正夫先生は、東京都豊

島師範学校教諭で大正 10 年末崎小学校を会場として、開催され
た気仙郡小学校教員夏季音楽講習会の講師を務めている。

「末崎の四季」の校閲は、この関係でお願いしたと考えられる。

作曲者の大木初太郎先生は、花巻市矢沢出身で岩手師範学校

を卒業後、東洋音楽学校（現在の東洋音楽大学）で勉強されたこ

とから大変音楽に熱心で、大正 3 年には綾里小学校校歌を作っ
ている(作曲は東京音楽院長天谷秀

先生)大正 10 年には末崎小学校に
赴任され、大正 10 年 7 月 24 日か
ら 28 日までの 4 日間、末崎小学校
校舎(大正 7 年 2 月 22 日火災、大
正 9 年 10 月落成)を会場として、
気仙郡部会主催による気仙小学校

教員夏季音楽(唱歌)講習会を主幹

として開催している。(聖)
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